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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第111期
第３四半期
連結累計期間

第112期
第３四半期
連結累計期間

第111期
第３四半期
連結会計期間

第112期
第３四半期
連結会計期間

第111期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 16,655 13,300 5,451 4,419 20,862

経常利益 (百万円) 1,073 354 458 204 1,266

四半期(当期)純利益 (百万円) 434 225 119 149 461

純資産額 (百万円) ― ― 14,165 14,103 13,956

総資産額 (百万円) ― ― 25,716 21,253 23,066

１株当たり純資産額 (円) ― ― 626.27 628.96 622.33

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 19.21 10.04 5.29 6.68 20.41

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 55.1 66.4 60.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,346 1,514 ― ― 1,238

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △447 △258 ― ― △584

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,625 △1,299 ― ― △411

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 938 1,273 1,325

従業員数 (名) ― ― 682 648 671

(注) 1.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

2.　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 648[100]

(注) １.　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は、[　]内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

２.　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 454[100]

 (注) １.　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は、[　]内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

 ２.　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

耐火物他 2,998 74.8

エンジニアリング 633 87.8

合計 3,632 76.8

(注) 1.　金額は外注を含み、実際原価で表示しております。

2.　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりであります。
　

区分 受注高(百万円) 前年同四半期比(％)受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

耐火物他 4,072 106.1 4,327 86.9

エンジニアリング 605 72.6 366 44.1

合計 4,677 100.1 4,693 80.8

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

耐火物他 3,541 77.1

エンジニアリング 878 102.0

合計 4,419 81.1

(注) 1.　当第３四半期連結会計期間において、総販売実績に対する割合が100分の10以上の販売先がないため、主要な相

手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合については、記載を省略しております。

2.　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

　

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

（１）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、前連結会計年度後半よりの金融危機に端を発した経済危

機による景気後退が継続の中で、一部に景気底打ちの兆しが見られるものの設備投資の減少に加え、雇用

情勢、個人消費の低迷は依然として続いており、先行き不透明の状況が続きました。

当社グループは、このような情勢下においても活発な受注活動を展開いたしましたが、当第３四半期連

結会計期間の売上高は44億19百万円となり、前年同四半期に比べ10億32百万円の減収となりました。

損益面におきましては、コストの削減に努めましたが、営業利益は２億４百万円と前年同四半期に比べ

２億24百万円減少し、経常利益は２億４百万円と前年同四半期に比べ２億54百万円の減少となりました。

四半期純利益につきましては、１億49百万円と前年同四半期に比べ30百万円の増加となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産合計は、212億53百万円であり、前連結会計年度末に比べ18億12

百万円減少しました。これは主として、製品３億１百万円の減少、仕掛品２億64百万円の減少、原材料及び

貯蔵品７億78百万円の減少等によるものであります。 

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、71億50百万円であり、前連結会計年度末に比べ19億59百万

円減少しました。これは主として、短期借入金11億円の減少、未払法人税等３億86百万円の減少等による

ものであります。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、141億３百万円であり、前連結会計年度末に比べ１億47百

万円増加しました。これは主として、その他有価証券評価差額金１億22百万円の増加等によるものであり

ます。　

　この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は66.4％となり、財政状態は概ね良好であると

判断しております。 
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（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は12億73百万円となり、前第３四半

期連結会計期間末より３億35百万円増加いたしました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は66百万円となりました（前第３

四半期連結会計期間は36百万円の使用）。これは主に、売上債権の増加額３億26百万円等の減少要因が

あるものの、税金等調整前四半期純利益２億28百万円、減価償却費１億97百万円、仕入債務の増加額１

億11百万円等の増加要因によるものであります。 

　前第３四半期連結会計期間に比べての獲得した資金の増加は、売上債権が増加したものの、たな卸資

産及び仕入債務が減少したことが主な要因であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は78百万円となりました（前第３

四半期連結会計期間比31百万円の減少）。これは主に、有形固定資産の取得による支出76百万円による

ものであります。 

　前第３四半期連結会計期間に比べての使用した資金の減少は、有形固定資産の取得による支出が減少

したことが主な要因であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は87百万円となりました（前第３

四半期連結会計期間比77百万円の増加）。これは主に、配当金の支払額87百万円によるものでありま

す。 

　前第３四半期連結会計期間に比べての使用した資金の増加は、短期借入金が純額で増加しなかったこ

とが主な要因であります。 

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間において、研究開発活動に重要な変更はありません。

なお、当第３四半期連結会計期間における研究開発費の総額は42百万円であります。

　

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

今後の見通しにつきましては、各国で景気回復策が導入されつつあるものの、当面は世界景気の後退

が続くものと思われます。わが国経済におきましても、企業収益環境の悪化、設備投資の減少、生産調整

に伴う雇用環境の悪化等で市場環境は引き続き厳しい状況が懸念されます。

このような状況から、耐火物業界におきましては、輸入品との競争も含めて事業環境は厳しさを増す

ものと考えられます。

当社グループといたしましては、国内外の需要先からのニーズをつかみ、受注獲得に全力を注いでま

いります。また、品質の安定および向上を進めながら、生産設備の集約化や省人化の促進による一層の

コスト削減により業績の向上に努めてまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,587,42125,587,421
大阪証券取引所
市場第一部

単元株式数1,000株

計 25,587,42125,587,421― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
　

(百万円)

資本金残高
　

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

─ 25,587 ─ 2,654 ─ 1,710

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す
ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

3,162,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

22,281,000
22,281 ―

単元未満株式
　

普通株式 144,421 ― ―

発行済株式総数 25,587,421― ―

総株主の議決権 ― 22,281 ―

(注) 1.　「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

2.　「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権の数3個)含まれておりま

す。

3.　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式984株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ヨータイ

大阪府貝塚市二色中町
８番１

3,162,000― 3,162,000 12.36

計 ― 3,162,000― 3,162,000 12.36

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
　４月 　５月

　
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 182 185 214 206 209 203 198 186 192

最低(円) 162 171 182 195 190 182 172 170 169

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第３四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月

１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより

四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,273,818 1,325,369

受取手形及び売掛金 ※2
 8,000,150 8,065,122

有価証券 － 400

製品 2,259,088 2,560,239

仕掛品 328,269 592,340

原材料及び貯蔵品 1,675,265 2,453,592

その他 192,728 389,847

貸倒引当金 △1,800 △1,800

流動資産合計 13,727,521 15,385,112

固定資産

有形固定資産 ※1
 5,002,835

※1
 5,335,691

無形固定資産 65,777 70,228

投資その他の資産

投資有価証券 2,335,729 2,142,796

その他 227,120 257,194

貸倒引当金 △105,069 △124,633

投資その他の資産合計 2,457,780 2,275,357

固定資産合計 7,526,393 7,681,276

資産合計 21,253,914 23,066,389
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 2,100,513 2,218,011

短期借入金 1,600,000 2,700,000

未払法人税等 12,196 398,913

役員賞与引当金 13,430 22,400

その他 1,158,606 1,520,013

流動負債合計 4,884,747 6,859,339

固定負債

長期借入金 600,000 600,000

退職給付引当金 1,191,901 1,218,990

その他 473,603 431,606

固定負債合計 2,265,505 2,250,597

負債合計 7,150,252 9,109,936

純資産の部

株主資本

資本金 2,654,519 2,654,519

資本剰余金 1,750,465 1,750,465

利益剰余金 9,636,240 9,613,002

自己株式 △555,448 △554,982

株主資本合計 13,485,777 13,463,006

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 582,273 459,715

繰延ヘッジ損益 － △1,286

為替換算調整勘定 35,611 35,016

評価・換算差額等合計 617,884 493,446

純資産合計 14,103,662 13,956,452

負債純資産合計 21,253,914 23,066,389
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 16,655,666 13,300,727

売上原価 13,987,946 11,592,817

売上総利益 2,667,720 1,707,910

販売費及び一般管理費 ※１
 1,694,081

※１
 1,355,209

営業利益 973,638 352,700

営業外収益

受取利息 10,380 4,364

受取配当金 51,126 32,537

不動産賃貸料 － 24,111

デリバティブ評価益 52,228 －

その他 46,892 17,944

営業外収益合計 160,627 78,958

営業外費用

支払利息 35,432 16,971

デリバティブ評価損 － 37,477

為替差損 22,162 20,962

その他 3,384 2,116

営業外費用合計 60,978 77,528

経常利益 1,073,287 354,130

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 13,898

デリバティブ解約益 － 24,943

投資有価証券売却益 1,468 －

特別利益合計 1,468 38,842

特別損失

貸倒引当金繰入額 － 400

投資有価証券売却損 34 －

固定資産除却損 2,493 1,184

ゴルフ会員権評価損 180 400

投資有価証券評価損 34,823 －

減損損失 ※２
 155,383 －

特別損失合計 192,915 1,984

税金等調整前四半期純利益 881,840 390,988

法人税、住民税及び事業税 405,000 63,000

法人税等調整額 42,341 102,922

法人税等合計 447,341 165,922

四半期純利益 434,499 225,066
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 5,451,921 4,419,401

売上原価 4,492,783 3,769,015

売上総利益 959,138 650,386

販売費及び一般管理費 ※１
 530,123

※１
 445,648

営業利益 429,014 204,737

営業外収益

受取利息 3,133 1,538

受取配当金 20,610 12,168

不動産賃貸料 － 7,855

デリバティブ評価益 14,267 －

その他 12,876 3,290

営業外収益合計 50,888 24,852

営業外費用

支払利息 12,742 4,617

デリバティブ評価損 － 6,222

為替差損 6,615 14,052

その他 1,605 385

営業外費用合計 20,963 25,279

経常利益 458,939 204,311

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,933 25,120

投資有価証券売却益 3 －

特別利益合計 3,937 25,120

特別損失

固定資産除却損 397 509

投資有価証券売却損 34 －

投資有価証券評価損 11,956 －

減損損失 ※２
 155,383 －

特別損失合計 167,772 509

税金等調整前四半期純利益 295,103 228,922

法人税、住民税及び事業税 139,000 5,000

法人税等調整額 36,393 74,150

法人税等合計 175,393 79,150

四半期純利益 119,710 149,772
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 881,840 390,988

減価償却費 621,831 561,219

減損損失 155,383 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 60,911 △20,371

退職給付引当金の増減額（△は減少） △56,407 △27,089

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,680 △8,970

受取利息及び受取配当金 △61,506 △36,902

支払利息 35,432 16,971

固定資産除却損 2,493 1,184

投資有価証券売却損益（△は益） △1,434 －

投資有価証券評価損益（△は益） 34,823 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,428,423 62,792

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,189,225 1,343,457

仕入債務の増減額（△は減少） 9,330 △87,689

その他 △49,654 △251,222

小計 △990,284 1,944,368

利息及び配当金の受取額 61,423 36,819

利息の支払額 △35,432 △16,971

法人税等の支払額 △381,861 △450,108

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,346,154 1,514,108

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却及び償還による収入 － 400

有形固定資産の取得による支出 △342,628 △252,434

投資有価証券の取得による支出 △106,343 △6,778

投資有価証券の売却による収入 1,828 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △447,143 △258,813

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,850,000 △1,100,000

自己株式の取得による支出 △1,455 △466

配当金の支払額 △222,937 △199,407

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,625,607 △1,299,874

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,972 △6,972

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △174,663 △51,550

現金及び現金同等物の期首残高 1,113,082 1,325,369

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 938,418

※
 1,273,818
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　会計処理基準に関する事項の変更 　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を

適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基

準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適

用指針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を第１

四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手し

た工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分につ

いて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準(工事

の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事

完成基準を適用しております。

これによる、売上高及び損益に与える影響はありません。

　

　　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「不動産賃貸料」は、営業外収益総

額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半

期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「不動産賃貸料」は24,671千円であります。

 

　

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

(四半期連結貸借対照表関係)

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府

令第50号)が適用となることに伴い、前第３四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示して

おりました「貯蔵品」は、当第３四半期連結会計期間から「原材料及び貯蔵品」に含めて表示しております。 

　なお、前第３四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「貯蔵品」は129,144千円、当第３四半期連

結会計期間の「原材料及び貯蔵品」に含まれる「貯蔵品」は125,928千円であります。

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「不動産賃貸料」は、営業外収益総

額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半

期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「不動産賃貸料」は8,056千円であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

19,167,131千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

18,623,602千円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行なわれたものとして処理

しております。

受取手形 60,129千円

支払手形 1,229〃

―――――――――

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃及び荷造費 582,235千円

貸倒引当金繰入額 63,874 〃

従業員給料及び手当 342,298 〃

退職給付費用  13,461 〃

役員賞与引当金繰入額 16,920 〃

減価償却費 16,562 〃

 

※２　減損損失

  当社グループは、以下の資産グループについて減

損損失を計上しております。

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

営口新窯耐耐火材料
有限公司
（中国遼寧省）

耐火物他製造
設備等

機械装置及び
運搬具等

155,383

 営業活動から生じる損益が継続的にマイナスであ

り、資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、減損損失を認識しております。減損損失の内訳

は下記のとおりであります。

建物及び構築物 58,888千円

機械装置及び運搬具 73,043 〃

有形固定資産「その他」 3,175 〃

無形固定資産 20,276 〃

　計 155,383 〃

　当社グループは、原則として継続的に損益の把握を
行っている事業所または連結子会社をキャッシュ・
フローを生み出す最小単位として、資産のグルーピ
ングを行っております。 
　なお、回収可能価額は使用価値により測定してお
り、将来キャッシュ・フローを5.7%で割り引いて算
定しております。 

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃及び荷造費 430,052千円

従業員給料及び手当 315,152 〃

退職給付費用 16,159 〃

役員賞与引当金繰入額 13,430 〃

減価償却費 13,394 〃

 

 
―――――――――
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃及び荷造費 177,811千円

従業員給料及び手当 116,806 〃

退職給付費用  4,560 〃

役員賞与引当金繰入額 5,640 〃

減価償却費 5,804 〃

 

※２　減損損失

  当社グループは、以下の資産グループについて減

損損失を計上しております。

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

営口新窯耐耐火材料
有限公司
（中国遼寧省）

耐火物他製造
設備等

機械装置及び
運搬具等

155,383

 営業活動から生じる損益が継続的にマイナスであ

り、資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、減損損失を認識しております。減損損失の内訳

は下記のとおりであります。

建物及び構築物 58,888千円

機械装置及び運搬具 73,043 〃

有形固定資産「その他」 3,175 〃

無形固定資産 20,276 〃

　計 155,383 〃

　当社グループは、原則として継続的に損益の把握を
行っている事業所または連結子会社をキャッシュ・
フローを生み出す最小単位として、資産のグルーピ
ングを行っております。 
　なお、回収可能価額は使用価値により測定してお
り、将来キャッシュ・フローを5.7%で割り引いて算
定しております。 

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃及び荷造費 142,406千円

従業員給料及び手当 104,544 〃

退職給付費用 5,550 〃

役員賞与引当金繰入額 4,470 〃

減価償却費 3,962 〃

 

―――――――――

 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 938,418千円

現金及び現金同等物 938,418千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,273,818千円

現金及び現金同等物 1,273,818千円
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(株主資本等関係)

　当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 25,587,421

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,163,634

　

　

３　新株予約権等に関する事項
　
　　 該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年5月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 112,131 5.0平成21年３月31日 平成21年6月26日

平成21年11月5日
取締役会

普通株式 利益剰余金 89,697 4.0平成21年９月30日 平成21年12月10日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの
　
　　 該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成20

年４月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成

21年12月31日)

当社グループが営む事業は、耐火物の製造販売及びこれに付随する築炉工事等を行う耐火物事業のみ

の単一事業であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成20

年４月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成

21年12月31日)

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成20

年４月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成

21年12月31日)

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 628円96銭
　

　 　

１株当たり純資産額 622円33銭
　

　
(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 14,103,662 13,956,452

普通株式に係る純資産額(千円) 14,103,662 13,956,452

差額の主な内訳(千円) ─ ─

普通株式の発行済株式数(千株) 25,587 25,587

普通株式の自己株式数(千株) 3,163 3,161

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株)

22,423 22,426

　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 19円21銭
　

１株当たり四半期純利益金額 10円04銭
　

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。　

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 434,499 225,066

普通株式に係る四半期純利益(千円) 434,499 225,066

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 22,621 22,424
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 ５円29銭
　

１株当たり四半期純利益金額 ６円68銭
　

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。　

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
 至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 119,710 149,772

普通株式に係る四半期純利益(千円) 119,710 149,772

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 22,619 22,424

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　平成21年11月５日開催の取締役会において、平成21年９月30日を基準日とする剰余金の配当につい

て、次のとおり決議いたしました。 

　① 配当金の総額　　　　　　　  　　     89,697千円 

　② 1株当たりの金額　　　　　　　　　　　　4.00円 

　③ 配当の効力発生日　　　　　　 平成21年12月10日 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月５日

株式会社ヨータイ

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　村　基　夫　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　出　田　吉　孝　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヨータイの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨータイ及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成22年２月３日

株式会社ヨータイ

取締役会　御中

　

 有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　村　基　夫　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　出　田　吉　孝　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヨータイの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨータイ及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社　ヨータイ(E01147)

四半期報告書

25/25


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

